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複雑性尿路感染症に対す るL-105の 臨床的検討
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野田進士 ・江藤耕作

久留米大学医学部泌尿器科学教室

(主任:江 藤耕作教授)

新規半合成セフェム系抗生剤であるL-105を 慢性複雑性尿路感染症21例 に使用 し,臨 床効果お

よび安全性の検討を行った。投与方法は全例点滴静注で行い,投 与量は1回 にL-105を19,1日

2回,期 間は5日 間を原則とした。UTI薬 効評価基準1)に よる臨床効果判定では,著 効4例,有

効10例,無 効7例 で,総 合有効率は66.7%で あ った。 細菌学的効果は,13菌 種25株 に対 し,76%

の菌 消失率であった。 副作用に関 しては,臨 床検査値においてGOT,GPTの 上昇が1例 にみら

れた。

L-105は 日本 レ グ リー社 が 開 発 した 新 規 半 合 成 セ フ ァ

ロス ポ リン系 抗 生 剤 で,7位 側 鎖 にaminothiazolyl-

methoxyiminoacetamido基 を,3位 側 鎖 にはthiadiazo-

1yl-thiomethyl基 を 有 し(Fig.1),好 気 性,嫌 気性 の グ

ラ ム陽 性,陰 性 の 各種 細菌 に対 し広 い抗 菌 スペ ク トル を

有 し,第 三 世 代 セ フ ェ ム剤 の 抗 菌 力 の及 ば な いSaureus

に も有 効 性 が 期 待 され て い る2)。

今 回,わ れ わ れ は慢 性 複 雑 性 尿 路 感 染 症21例 に 本 剤 を

使 用 す る機 会 を 得 た の で そ の臨 床 成 績 を報 告 す る。

Fig.1 Chcmical structure of L-105

1.材 料 と 方 法

久留米大学病院泌尿器科および関連施設病院入院患者

の うち,慢 性複雑性尿路感染症21例 に原則として1回 に

L-105を19,1日2回 点滴静注で投与 した。投与期間

は原則として5日 間 とした。臨床効果の判定は,UTI

薬効評価基準りに従って判定 した。また薬剤投与前後の

血液生化学的検査値の推移,自 他覚的副作用の有無を検

討 した。

II.成 績

症例の一覧をTable1に 示 した。21例 すべてUTI薬

効評価基準に合致しており,そ れ らの 総合臨床効果を

Tablc2に 示 した 。 著 効4例,有 効10例,無 効7例,著

効,有 効 を合 わ せ た 総 合 有効 率は66.7%(21例 中14例)

で あ った 。 こ れ を 疾 患 病 態 群 別 に みた 成 績がTable3

で あ る。 単 独 菌 感 染17例 お よび複 数 菌 感染4例 の有効率

は,そ れ ぞ れ71%,50%で あ った 。

細 菌 学 的 効 果 で はTable4に 示 す ご と く 投与前尿 よ

り13菌 種25株 が 分 離 されP.aeruginosa6株 中2株,K

pneumoniae1株 中1株,M.morganii2株 中1株,A.

anitratus1株 中1株,P.fluoreｓcens1株 中1株 を除 き,25

株 中19株 が 本剤 投 与 後 消 失 して お り,76%の 消失率 であ

った。 投 与 後 出現 菌 は,6菌 種8株 が認 め られた。

本剤 に よる と思 わ れ る 自他 覚的 副作 用 は全 例認め られ

ず,血 液 生 化 学 的 検 査 で 投 与前 後 に本 剤 に よるものと思

わ れ るGOT,GPT値 の 増 悪 を1症 例 に認め た(Table

5)。

III.考 案

近 年,抗 菌 薬 と して 臨 床 上 も っ と も使 用頻 度の 高い薬

剤 は ペ ニシ リン剤,セ フ ェ ム剤 で あ るが,一 方 では,こ

れ らの β-lactam系 抗 生 剤 に対 す る臨床 分離 株の 耐性の

問 題 が生 じて い る3)。 この よ うな 耐性 菌 の β-1actam系

抗 生 剤 に 対 す る 耐性 機 構 は 菌 の 産 生す る β-1actamaseが

主 因 で あ る4)。 そ こで 最近 では β-lactamaseに 安定性を

もつ 抗生 剤 開発 が進 め られ て きて い る。L-105は 日本 レ

ダ リー社 が 開発 した 新 規 半 合 成 セ フ ァ ロスポ リン系抗生

剤 で あ り,好 気 性,嫌 気 性 の グ ラ ム陽 性 菌 か らグラム陰

性 菌 まで 幅広 い抗 菌 ス ペ ク トラ ムを示 す 。 と くに ブ ドウ

球 菌 に はCEZと ほ ぼ 同等 の 強 い 抗 菌 力 を有 し,し か も

グ ラ ム陰 性 菌 には 第 三 世 代 の セ フ ェ ム剤 と同 等の抗菌力
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Table 2 Overall clinical efficacy of L-105 in complicated UTI 1 g x 2/day, 5 days treatment

Table 3 Overall clinical efficacy of L-105 classified by type of infection

Table 4-1 Bacteriological response to L-105 in complicated UTI

Persisted: Regardless of bacterial count

Table 4-2 Strains appearing after

L-105 treatment in

complicated UTI

Regardless of bacterial count
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Table 5 Laboratory finding before and after administration of L-105

B: Before A: After
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を示し,ま た各種の β-lactamascに 対 して安定であ り,

強力な殺菌作用を有するとされている2)。

以上のような特徴を有するため,臨 床上治療に困窮す

る,と くに慢性複雑性尿路感染症に対 して十分にその効

果が期待できると考え,計21例 の慢性複雑性尿路感染症

に対し治験を試みた。

その結果,著 効4例,有 効10例,無 効7例 で,慢 性複

雑性尿路感染症としては,66.7%と 満足すべき総合有効

率が得られた。

分離菌の推移では,-菌 消失率は76%と 良好な成績であ

る。当教室の境ら5)が セファロスポリン系抗生剤である

cefrnenoxime(CMX)を 同 じく慢性複雑性尿路感染症17

例に対し使用 し,65%の 菌 消失率であったと報告 してい

る。この成績と比較して本剤は より良好な成績を示 して

おり,本 剤の特徴を反映 しているものと考えられた。な

かでも今回の分離菌中グラム陽性菌9株 に対し100%の

菌消失率を示 したことは特筆に値する。

副作用に関しては,血 液生化学 検査において1例 に

GOT,GPTの 上昇がみられたが,そ の後の再検査にて

正常に 復 しており,処 置は 必要としなかった.ま た,

他 の1例 にBUN,Cr値 の 上昇が みられたが,こ れは

hypovolemiaに よるもので,そ の後の輸血,輸 液によっ

て改善しており本剤投与との関係は認めなかった。他の

症例はすべて異常を認めず,治 療効果 と考 え合わせ る

と,本 剤の有用性は満足できるものであった。
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CLINICAL STUDIES ON L-105 IN COMPLICATED

URINARY TRACT INFECTION
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1) L-105 was administered to 21 cases with complicated urinary tract infection.

2) L-105 was clinically evaluated to be excellent in 4 cases (19%), moderate in 10 cases and

poor in 7 cases, the efficacy rate being 66.7%.

3) In bacteriological study, out of 25 strains, 19 strains (76%) were eradicated or replaced.

4) Drug-related side effect, elevation of S-GOT and S-GPT was observed in 1 patient.


